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(57)【要約】
本発明は、ダウンリンクおよびアップリンク方向へのス
ケジューリング・タスクを含めて十分に完全な直交性を
得るために、ポジショニング・チャネルおよびトラフィ
ックをスケジューリングする方法および装置に関する。
スケジューリング・マネージャは、それぞれアップリン
ク無線リソースおよびダウンリンク無線リソースを割り
当てる第１および第２ポジショニング・スケジューラの
スケジューリングおよび測定タイミングを調整する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動体通信システムにおけるネットワーク・コントローラ・ユニット（１１，２１）の
スケジューラ・マネージャ（１１１，２１１）において、前記移動体通信システムにおけ
るユーザ装置（１３，２３）のポジショニング情報をスケジューリングする方法であって
、
　前記ユーザ装置（１３，２３）の地上における位置を測定するためのコマンドを受信す
るステップと、
　無線リソースをスケジューリングする無線基地局の候補（１２，１２１，２２，２２１
）のリスト、ならびに現在利用可能な無線リソースに関する各無線基地局の候補からの情
報を収集するステップと、
　前記無線基地局の候補の中から選択された無線基地局が備えるスケジューラ（１２３，
２２３）に対するスケジューリング・コマンドを生成するステップと、
　前記スケジューリング・コマンドを前記選択された無線基地局（１２，２２）へシグナ
リングするステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ユーザ装置（１３，２３）のためのスケジューリング・サポート情報を収集するス
テップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記スケジューリング・サポート情報が、前記ユーザ装置（１３，２３）が位置するセ
ルのセルＩＤを有していることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記無線リソースに優先値が割り当てられていることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項５】
　前記スケジューリングがアップリンクで行われ、前記スケジューリング・コマンドが、
測定時間スロット、周波数帯、および帯域のうち少なくとも一つに関する情報を含むこと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記スケジューリングがダウンリンクで行われ、前記スケジューリング・コマンドが、
測定時間スロット、および許容トーンのうち少なくとも一つに関する情報を含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　移動体通信システムにおける中央ネットワーク・コントローラ・ユニット（１１，２１
）に接続された無線基地局ユニット（１２，２２）において、前記通信システムにおける
ユーザ装置（１３，２３）のポジショニング情報をスケジューリングする方法であって、
　前記中央ネットワーク・コントローラ・ユニット（１１，２１）のリクエストに応じて
、前記無線基地局（１２，２２）に割り当てられた現在利用可能な無線リソースに関する
情報を送信するステップと、
　前記中央ネットワーク・コントローラ・ユニット（１１，２１）から受信したポジショ
ニング情報をスケジューリングするために、スケジューリング・コマンドに応じて無線リ
ソースを割り当てるステップと
を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　アップリンク無線リソースを割り当てるステップをさらに含み、前記スケジューリング
・コマンドが、測定時間スロット、周波数帯、および帯域に関する情報のうち少なくとも
一つ以上の情報を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ダウンリンク無線リソースを割り当てるステップをさらに含み、前記スケジューリング
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・コマンドが、測定時間スロット、および許容トーンに関する情報のうち少なくとも一つ
以上の情報を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　移動体通信システムのネットワーク・コントローラ・ユニット（１１，２１，３０）に
統合され、前記通信システムにおけるユーザ装置（１３，２３）のポジショニング情報を
スケジューリングするスケジューラ・マネージャ（１１１，２１１，３１）であって、
　前記ユーザ装置の地上における位置を測定するためのコマンドを受信するとともに、無
線リソースをスケジューリングする無線基地局の候補のリスト、ならびに現在利用可能な
無線リソースに関する前記無線基地局の候補からの情報を受信する受信機（３１１）と、
　前記無線基地局の候補のリストと、各候補において現在利用可能な無線リソースとを記
憶する記憶ユニット（３１２）と、
　前記無線基地局候補の中から選択された無線基地局が備えるスケジューラに対するスケ
ジューリング・コマンドを生成する手段（３１３）と、
　前記スケジューリング・コマンドを前記選択された無線基地局へシグナリングする手段
（３１４）と
を備えることを特徴とするスケジューラ・マネージャ。
【請求項１１】
　前記ネットワーク・コントローラ・ユニット（３０）が、ＷＣＤＭＡベースの無線ネッ
トワーク・コントローラであることを特徴とする請求項１０に記載のスケジューラ・マネ
ージャ。
【請求項１２】
　移動体通信システムにおける中央ネットワーク・コントローラ・ユニット（１１，２１
，３０）に接続された無線基地局ユニット（１２，２２，３２）に統合され、前記移動体
通信システムにおけるユーザ装置（１３，２３）のポジショニング情報のスケジューリン
グを行うポジショニング・スケジューラ（１２２，２２２，３３）であって、
　前記無線基地局（３２）に割り当てられた現在利用可能な無線リソースに関する情報を
記憶する記憶ユニット（３３２）と
　前記中央ネットワーク・コントローラ・ユニット（３０）のリクエストに応じて、前記
情報を送信する手段（３３１）と、
　前記中央ネットワーク・コントローラ・ユニット（３０）から受信したポジショニング
情報をスケジューリングするために、スケジューリング・コマンドに応じて無線リソース
を割り当てる手段（３３３）と
を備えることを特徴とするポジショニング・スケジューラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信システムにおけるユーザ装置のためのポジショニング（測位）・タスク
に関連したアップリンクおよびダウンリンクのスケジューリング方法および装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　セルラ通信では、セルラ加入者への位置情報の提供サービスを可能にするために、多く
の異なるポジショニング方法を実現することができる。以下に、考えられるいくつかの方
法について説明する。
【０００３】
　セルＩＤポジショニングでは、ユーザ装置（ＵＥ）が接続しているセルを決定する。従
って、ユーザの位置は、セルの粒度（ｇｒａｎｕｌａｒｉｔｙ）によって決まる。典型例
では、無線ネットワーク（ＲＡＮ）の無線ネットワーク・コントローラ（ＲＮＣ）が、セ
ルの地理的範囲を決定することになる、３ないし１５個の頂点を有した多角形を定める。
この多角形の頂点は、ＷＧＳ８４地理的基準システムの緯度・経度のペアとして与えられ
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る。セルＩＤ方法は、全てのセルラ・ポジショニング・システムのバックボーンである。
何故なら、この方法は、ＵＥがシステムに接続されるときには、いつでも利用可能だから
である。
【０００４】
　改良セルＩＤ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｃｅｌｌ－ＩＤ（Ｅｃｅｌｌ－ＩＤ））ポジショニ
ングは、セル多角形によって定まる領域を狭める補助情報により、セルＩＤポジショニン
グを増強したものである。広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）システムにおいてで最
も有効な方法は、ラウンド・トリップ・タイム（ＲＴＴ）測定である。この測定は、無線
基地局（ＲＢＳ）からＵＥまでとＵＥからＲＢＳまでの伝搬時間を求めるものである。Ｒ
ＢＳの位置は既知であり、この位置からＵＥまでの距離が光の速度を利用して計算される
。これにより、ＵＥが位置するＲＢＳのまわりにある円形のストリップが求まる。このス
トリップの幅は、測定の不正確さに依拠している。Ｅｃｅｌｌ－ＩＤ方法は、ＵＥがセル
中に位置しているとともに円形のストリップにも位置していること、すなわちＵＥがこれ
ら２つの地理的領域に位置していることに気づくことにより考案された。
【０００５】
　補助ＧＰＳ（Ａｓｓｉｓｔｅｄ　ＧＰＳ（Ａ－ＧＰＳ））は、米国軍グローバル・ポジ
ショニング・システム（ＧＰＳ）を改良したものである。例えばセルラ通信システムに付
属のＧＰＳ基準受信機は、セルラ通信システムに接続された端末中のＧＰＳ受信機に送信
されたときに、ＧＰＳ端末受信機の性能を改良する補助データを収集する。典型例におい
ては、Ａ－ＧＰＳ精度は、差動動作（ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）
なく、１０メートル程度に改良できる。感度がＧＰＳ衛星からの非常に弱い信号の検出に
十分ではなくなることがある高密度の都会領域および屋内では、精度が悪くなる。Ａ－Ｇ
ＰＳの利点は、精度が高いことである。この方法は、全てのポジショニングの９５％に対
して１５０メートルおよび全てのポジショニングの６７％に対して５０メートルという北
米緊急ポジショニングＥ－９１１の要求を容易に満たすことができる。欠点は、屋内での
適用範囲が限られていることである。これは、測距信号の強度が低く、接地レベル程度で
しか得られないからである。
【０００６】
　ダウンリンクにおけるアイドル期間を使用したダウンリンク到着時間差（ＯＴＤＯＡ－
ＩＰＤＬ）は、到着時間差の測定に依存するＡ－ＧＰＳと同様なポジショニング方法であ
る。しかしながら、ＯＴＤＯＡ－ＩＰＤＬ方法は、いくつかのＲＢＳから送信されるパイ
ロット無線（ＷＣＤＭＡのＣＰＩＣＨ）信号のＵＥでの測定を使用する。この測定結果は
、ＲＮＣにシグナリング（信号通知）される。ＲＮＣでは、ＵＥの位置を計算するために
双曲線（ｈｙｐｅｒｂｏｌｉｃ）三辺測量方法が使用される。ＵＥにおけるＲＢＳの可聴
性（ｈｅａｒａｂｉｌｉｔｙ）を改良するために、ＵＥが接続されたＲＢＳからの伝送信
号を減衰すべくダウンリンクにおけるアイドル期間（ＩＰＤＬ）を使用することが考えら
れる。これは、干渉を低減し、他のＲＢＳからの可聴性を改良するものである。ＯＴＤＯ
Ａ－ＩＰＤＬの一応の利点は、理論的にＡ－ＧＰＳよりも屋内適用範囲が良くなることで
ある。
【０００７】
　アップリンク到着時間差（ＵＴＤＯＡ）は、現在、３ＧＰＰ組織内で規格化が検討され
ているポジショニング方法である。これは、到着時間差に依存している点で、Ａ－ＧＰＳ
に類似している。しかしながら、ＵＴＤＯＡ方法は、ポジショニング対象のＵＥから送信
される信号のＲＢＳ（すなわち、別個の位置測定ユニット（ＬＭＵ））による測定を使用
する。送信された信号は、多数のＲＢＳ、すなわちＬＭＵによって検出される。その後、
測定結果は、ポジショニング・ノードにシグナリングされる。このノードにおいて、ＵＥ
の位置が三辺測量によって求められる。ＵＥからの機会の測定から到着時間を検出できる
ようにするには、マスターＬＭＵすなわちマスターＲＢＳ中で最初に基準信号が作られな
ければならない。これは、信号をデコーディングした後、チップ・ストリームを再構成し
て基準信号を形成することにより行われる。ＵＴＤＯＡポジショニングの利点は、Ａ－Ｇ
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ＰＳよりも屋内での適用範囲が良いことである。しかしながら、屋外精度は、通常、Ａ－
ＧＰＳより劣る。
【０００８】
　ＯＴＤＯＡ－ＩＤＯＬおよびＵＴＤＯＡのような地上到着時間差方法の問題は、ポシシ
ョニングを行うときの受信機感度である。理論的には、この方法は、４回の到着測定（３
回の到着時間差（仮想）測定に等しい）からの三次元位置を提供する。しかしながら、Ｕ
ＴＤＯＡ－ＩＰＤＬおよびＵＴＤＯＡ距離測定信号は地球の表面を伝搬するが、Ａ－ＧＰ
Ｓ信号は上から伝搬してくるので、無線伝搬状態は、Ａ－ＧＰＳよりもかなり劣る。地上
ポジショニング方法は、ノン・ライン・オブ・サイト（ｎｏｎ－ｌｉｎｅ－ｏｆ－ｓｉｇ
ｈｔ（ＬＯＳ））（見通し外）伝搬およびマルチパス伝搬の影響を受ける。この結果、測
定値に異常値が生じることになる。異常値を抑圧するには、より多くの検出、すなわち最
小限度の数よりかなり多いＲＢＳからの検出を行えるようにする必要がある。実際には、
有用なポジショニング精度を得るには、ＯＴＤＯＡ－ＩＰＤＬポジショニングが使用され
る場合、少なくとも６ないし８台のＲＢＳがＵＥ中で検出される必要がある。ＵＴＤＯＡ
ポジショニングの場合、実際的な環境で有用な位置見積もりを得るためには、ＵＥからの
送信信号を検出するために、６ないし８台のＲＢＳが必要である。
【０００９】
　この結果、より多くのリモートのＲＢＳが、検出される必要がある（ＯＴＤＯＡ－ＩＤ
ＬＥの場合）か、検出を行う必要がある（ＵＴＤＯＡの場合）。このことは、より低い信
号強度が高い確率で検出される必要があることを意味する。典型的な場合の計算によると
、信号は、約－４０ｄＢ　Ｃ／Ｉの低い値まで検出される必要がある。さらに、十分低い
誤アラーム率を実現するためには、予備検出ステップにより、信号を、約１１ないし１３
ｄＢ　Ｃ／Ｉまで増強する必要がある。要するに、地上ポジショニングを有用なものにす
るには、ＣＤＭＡシステムにおけるポジショニング目的の処理利得は、５０ないし５５ｄ
Ｂにする必要がある。これは、他のサービスに必要とされるよりもかなり大きな値であり
、エア・インタフェースの定義段階でポジショニング感度要件を評価する必要があること
を意味する。
【００１０】
　従って、特定のマルチプル・アクセス形態が使用される場合の状況の問題を回避するお
よび／または状況を改良する装置が必要なのは明らかである。スクランブリング符号が付
加される時分割多元接続、または組み合わせ可変帯域のマルチプル・アクセス方法、具体
的には、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）アクセス形態について説明する。ＯＦＤＭは、
マルチ・キャリア伝送を使用する変調形態である。伝送されるべきデータストリームは、
Ｎ個の並列サブストリームに分割される。各サブストリームは、オリジナル・データスト
リームよりもＮ倍低いレートを有する。各サブストリームは、別個のサブキャリアを変調
する。サブキャリア間隔Δｆ＝１／Ｔ（ここで、Ｔはシンボル持続時間）を選択すること
により、サブキャリアは相互に直交する。各サブキャリアの帯域が比較的狭いため、サブ
キャリアあたりのフェージングは、（ほぼ）フラットである。従って、受信機処理は簡単
であり、ＯＦＤＭは、時間分散環境において動作するシステムに対して魅力的なソリュー
ションである。このことが、他の特性とともに、ＯＦＤＭを、３ＧＰＰにおけるＵＴＲＡ
ロングターム・エボリューション（ＬＴＥ）に関する研究のダウンリンクに対する主候補
とした理由である。
【００１１】
　アップリンクに関しては、一つの主たる選択肢は、スケジューラが特定期間に使用され
る特定帯域をＵＥに割り当てるローカライズドＦＤＭＡである。この特定期間の持続時間
は、典型例では、数ミリ秒又はそれ以下であるため比較的短く、その後、他の端末が送信
を開始する。端末に割り当てられる周波数帯は、周波数が隣接していても、していなくて
も良い。本発明の技術思想は、ここで開示されるもの以外の他のアクセス形態にも部分的
に適用できることに留意されたい。
【００１２】
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　アップリンクにおけるマルチプル・アクセス形態は、次の組み合わせである。
l 周波数分割多元接続および時分割多元接続。各ユーザには、所与および可変時間の期間
（可変長の時間スロット）、周波数ドメイン（調整可能帯域）において一組のリソースが
割り当てられる
l システム内で各ユーザにユニークな（固有の）スクランブリング符号
　現在のＷＣＤＭＡシステムにおいて、追加の高速チャネルが、ダウンリンク（高速ダウ
ンリンク・パケット・アクセス，ＨＳＤＰＡ）およびアップリンク（改良アップリンク（
ｅｎｈａｎｎｃｅｄ　ｕｐｌｉｎｋ（ＥＵＬ））に対して定義されている。これら高速チ
ャネルに対する主たる性能強化は、スケジューラ・ファンクションによって提供される。
ＨＳＤＰＡの主たるアイディアは、無線条件（例えば、フェージング、ディップを回避す
るため）が良好な時点で特定のＵＥとの通信が行われるように、ＲＢＳとＵＥとの間の伝
送を迅速にスケジューリングすることである。強化アップリンク・コンセプトによれば、
アップリンクの総負荷が十分に低い期間に、強化アップリンク・トラヒィックが割り当て
られるように、アップリンクの超過容量をスケジューリングする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上述したように、Ａ－ＧＰＳポジショニングは、高精度の技術ではあるが、その主たる
欠点は、屋内でのポジショニングの使用可能性が限られること、一方、ＯＴＤＰＡ－ＩＰ
ＤＬおよびＵＴＤＯＡポジショニングは、良好な精度を提供し且つＡ－ＧＰＳより屋内適
用範囲を広くできる技術的可能性を有するが、現在利用できる検出感度は、十分に良好な
正確さを提供するには十分ではない。端末間または無線基地局間に直交（アップリンク／
ダウンリンク）した無線通信チャネルを導入することにより、地上（ＯＴＤＯＡ－ＩＰＤ
Ｌおよび／またはＵＴＤＯＡ）ポジショニング測定に関する限り、非常に厳しい検出感度
要件（少なくとも－４０ｄＢ　Ｃ／Ｉ）を緩和できる。従って、問題は、直交性が完全で
なく、むしろ直交性がスクランブリング符号の相互相関特性によって制限されることであ
る。
【００１４】
　本発明の目的は、ダウンリンク方向およびアップリンク方向へのスケジューリング・タ
スクを含めて十分に完全な直交性を得るために、ポジショニング・チャネルおよびトラフ
ィックをスケジューリングする装置および方法を導入することにより、上記問題を解決す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　この目的は、それぞれ、アップリンクおよびダウンリンクにおける無線リソースを割り
当てる第１および第２ポジショニング・スケジューラ１２２，２２２のスケジューリング
および測定タイミングを調整するスケジューリング・マネージャ１１１，２１１および該
スケジューリング・マネージャ中で実行される方法によって達成される。
【００１６】
　例えば負荷および利用可能ハードウェア・リソースを管理する既存のスケジューラ１２
３，２２３に統合される前記第１ポジショニング・スケジューラ１２２および第２ポジシ
ョニング・スケジューラ２２２は、ポジショニング検出性能を通常制限することになる干
渉条件を緩和するために十分完全な直交性を確保することを目指す。このために、ポジシ
ョニング対象のユーザ装置１３，２３のためのポジショニング（到着時間）の測定が首尾
よくできるように、アップリンク無線リソースおよびダウンリンク無線リソースをそれぞ
れエア・インタフェースに割り当てる。これにより、ユーザ装置１２，２２は、問題の無
線基地局ユニット１２，２２によってサービスされるセルに位置する必要がなくなる。
【００１７】
　典型例で、スケジューリング・マネージャ１１１，２１１は、中央ネットワーク・ノー
ド１１，２１（例えばＷＣＤＭＡシステムのＲＮＣ）に配置され、ポジショニング・スケ
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ジューラ１２２，２２２は、例えば、無線アクセス・ネットワークの無線基地局１２，２
２に配置される。しかしながら、スケジューリング・マネージャおよびポジショニング・
スケジューラは、スケジューリング・タスクおよびポジショニング情報の処理を担当する
どのネットワーク・ユニットにでも配置できる。
【００１８】
　スケジューリング・マネージャ１１１，２１１は、ＵＥポジショニングを担当するユニ
ット１１２，２１２の一部をなすか、ユーザ装置に対して地上ポジショニングが行われる
べきときに、前記ユニットからのコマンドに応答する。スケジューリング・マネージャ１
１１，２１１は、少なくとも次の機能を担当する。
l ユーザ装置の地上ポジショニング測定のためのコマンドを、好ましくはこのような測定
のスケジューリングをサポートする情報、例えばユーザ装置が接続されるセルのセルＩＤ
、およびポジショニング測定のための無線リソースがスケジューリングされるべき“十分
近い（ｃｌｏｓｅ　ｅｎｏｕｇｈ）”無線基地局のリストとともに受信すること。
l ポジショニングに使用される無線基地局の候補にリクエストしおよび／または該候補か
ら情報を受信すること。この情報は、現在利用可能な無線リソース、例えば、アップリン
クではフリーの（空いている）周波数帯、時間スロット、ダウンリンクでは、フリーの直
交トーンを含むことができる。
l 対応ポジショニング・スケジューラに対するスケジューリング・コマンドを生成するこ
と。これは、上述のアップリンク・アクセス形態では、測定時間スロット、周波数帯、お
よび帯域を示す情報（指示）を含む。ダウンリンクでは、この情報は、測定のための時間
スロットに加えて許容トーンを含む。この目的のための使用されるアルゴリズムは、ポジ
ショニング要求、無線基地局から報告された利用可能リソース、優先度のバランスをとる
と同時に、基本制約条件を満たす必要がある。
l 各影響を受けるポジショニング・スケジューラにスケジューリング・コマンドをシグナ
リングすること。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明は、地上（ＯＴＤＯＡ－ＩＰＤＬおよび／またはＵＴＤＯＡ）ポジショニング測
定（測位）に関する限り、端末間に直交性を導入しようとするものであるが、問題は、直
交性が、完全でなく、むしろスクランブリング符号の相互相関特性によって制限されるこ
とである。現在の３Ｇ　ＷＣＤＭＡシステムでは、例えば、ダウンリンクにおける相互相
関の抑圧は、10*log10(38400)=45dB（何故なら、符号長が、３８４００チップだから）よ
りも悪い。実際には、相互相関抑圧は３５ｄＢである。これは、ＧＰＳにおいては、相互
相関性能は、ゴールド符号（Ｇｏｌｄ－ｃｏｄｅ）の使用により最適化されるからである
。とにかく、性能は、理論的限界よりも約７ｄＢ低い。従って、１０ｄＢの損失は、現在
の３Ｇ　ＷＣＤＭＡシステムにおいて使用されるスクランブリング符号に対する現実的仮
定と考えられる。よって、このケースに地上ポジショニング方法を適用するときには、さ
らに２０ｄＢに近い処理利得が必要である。ＷＣＤＭＡアップリンクにおいては、十分長
い時間周期で実施化することにより、符号長をより長くでき、処理利得をより高くできる
。しかしながら、長い期間に亘ってエネルギーを（首尾一貫して（ｃｏｈｅｒｅｎｔ））
蓄積することは厄介なことである。何故なら、伝搬条件および／またはＵＥの位置は、こ
の期間に変化するからである。
【００２０】
　次に、アップリンク方法を示す図１、およびダウンリンク方法を示す図２を参照して、
詳細に説明する。両図は、典型的なＷＣＤＭＡ　ＲＡＮ構成を示すが、本発明は、このよ
うな構成に限定されず、多くの他の態様で実施できる。
【００２１】
　ダウンリンク・ポジショニング・アプリケーションにおいて無線基地局にシグナリング
される情報は、送信側の無線基地局が変わればそれに応じて異なる情報となる。単一ポジ
ショニングの場合、例えば、異なる無線基地局に対して異なるトーンおよび時間スロット
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を選択することにより、到着時間ポジショニング測定を行う受信側のＵＥ中で、直交性を
維持できる。複数ユーザが存在する場合、直交性に対するスケジューリングは、異なるセ
ットの送信側無線基地局に責任があり、全体のＲＡＮに亘ってスケジューリング・タスク
を結びつける責任がある。ポジショニングのアップリンク・スケジューリングの場合、こ
こで述べたように、干渉を生じさせる可能性のある、異なるユーザからの送信が直交性を
維持するように確実にスケジューリングするタスクが行われる。このためには、ＲＡＮに
亘る同時地上ポジショニングに“十分近い（ｃｌｏｓｅ　ｅｎｏｕｇｈ）”ポジショニン
グ送信のために許容された周波数帯および時間スロットのスケジューリングが必要である
。
【００２２】
　図１に示されたアップリンク方法に関して、無線ネットワーク・コントローラ１１は、
ロケーション・レポーティング・コントロール（ＬＯＣＡＴＩＯＮ　ＲＥＰＯＲＴＩＮＧ
　ＣＯＮＴＲＯＬ）メッセージ１１６を受信する。ユーザ装置（ＵＥ）のポジショニング
に責任があるユニット１１２は、アップリンク地上ポジショニング方法が使用されるべき
と判断する。ＵＥポジショニングは、例えば、ユーザ装置１３の地上セルＩＤ位置を決定
でき、あるいは、さらに、ポジショニング対象のユーザ装置１３からの通信範囲内にある
無線基地局１２，１２１のリストを要求する。ＵＥポジショニング・ファンクションに責
任があるユニット１１２は、この情報を、ポジショニングをスケジューリングするコマン
ドの形で、ポジショニング・スケジューラ・マネージャ１１１に転送する。図１に示され
ているように、ポジショニング・スケジューラ・マネージャ１１１は、ＵＥポジショニン
グに責任があるユニット１１２の一部とすることができる。転送される情報は、ポジショ
ニング測定が完了する時間間隔を含むことが好ましい。ポジショニング・スケジューラ・
マネージャ１１１は、まず、新たなポジショニングに関与する全ての無線基地局１２，１
２１から情報をリトリーブ（収集）する必要がある。この情報は、Ｉｕｂインタフェース
、または場合によってはＩｕｒインタフェースを介してシグナリングされる。シグナリン
グされる情報１１４は、少なくとも、時間スロットおよび周波数帯に関する情報を含み、
ポジショニング送信を行う他のユーザ装置に既に割り当てられたリソースの優先順位を決
定する。そして、ポジショニング・スケジューラ・マネージャ１１１は、ポジショニング
・スケジューラ１２２が、各関与する無線基地局１２に対して、ポジショニング測定用の
無線リソースの最終スケジューリングに使用できる、許容時間スロット、許容周波数帯お
よび帯域を決定する。オプションとして、優先値を割り当てることもできる。この情報は
、スケジューリング・コマンド１１３の一部として、各（一時的に）関与する無線基地局
１２に対してＩｕｂを介して送られる。
【００２３】
　このような情報を受ける無線基地局１２のポジショニング・スケジューラ１２２（無線
基地局の全体スケジューラ１２３の一部）は、該情報を、無線基地局１２のスケジューラ
１２３に入力する。スケジューラ１２３において、リソースに対する該要求と、他のトラ
フィックおよび利用可能ハードウェア・リソースとのバランスがとられる。スケジューリ
ングが利用可能なとき、許可（すなわち、スケジューリング・コマンド１２４）が、ポジ
ショニングされるユーザ装置１３に送られる。ユーザ装置１３からの無線送信のトリガー
となるポジショニング測定コマンドを発行することも必要である。このコマンドは、Ｕｕ
インタフェースを介して、または無線ネットワーク・コントローラ１１からＲＲＣを介し
て直接発行できる。この後の選択肢は、Ｉｕｂを介して無線ネットワーク・コントローラ
への逆方向シグナリングを必要とする。スケジューリングされた時間スロットの間、正し
い周波数帯で、無線基地局１２は、無線基地局１２のユニット１２６中の到着時間測定を
目的としたユーザ装置１３からの無線信号を受ける。そして、到着時間が見積もられ、Ｕ
Ｅポジショニングに責任があるユニット１１２に、Ｉｕｂを介して送られる。全ての無線
基地局１２，１２１からの測定結果を使用して、ＵＥポジショニングに責任があるユニッ
ト１１２は、位置見積もりを求め、Ｉｕインタフェースを介してロケーション・レポート
（位置情報の報告）１１７によりコア・ネットワークに報告する。
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【００２４】
　図２に示されたダウンリンク方法に関して、プロシージャは、無線ネットワーク・コン
トローラにおいてロケーション・レポーティング・コントロール・メッセージ２１６を受
けるところから始まる。ポジショニングに責任があるユニット２１２は、ダウンリンク地
上ポジショニング方法が使用されるべきことを決定する。ＵＥポジショニングに責任があ
るユニット１１２は、例えば、ユーザ装置２３の地上セルＩＤ位置を求めることができ、
または、さらに、ポジショニング対象のユーザ装置２３からの範囲内の無線基地局２２，
２２１のリストを計算することもできる。ＵＥポジショニングに責任があるユニット１１
２は、この情報を、ポジショニング測定をスケジューリングするコマンドの形で、ポジシ
ョニング・スケジューラ・マネージャ２１１に転送する。図２に示されているように、ポ
ジショニング・スケジューラ・マネージャ２１１は、ＵＥポジショニング・ファンクショ
ン２１１の一部とすることができる。転送される情報は、ポジショニング測定が完了しな
ければならない時間間隔を含むことが好ましい。ポジショニング・スケジューラ・マネー
ジャ２１１は、まず、新たなポジショニングに関与する全ての無線基地局２２，２２１か
ら情報をリトリーブする必要がある。この情報は、Ｉｕｂインタフェース、または場合に
よってはＩｕｒインタフェースを介してシグナリングされる。シグナリングされる情報２
１４は、少なくとも、トーンを含み、ポジショニング送信を行う他のユーザ装置に既に割
り当てられたリソースの優先順位を決める。そして、ポジショニング・スケジューラ・マ
ネージャ２１１は、各関与する無線基地局２２のポジショニング・スケジューラ２２２が
、ポジショニング測定用の無線リソースの最終スケジューリングに使用できる、許容時間
スロットおよび許容トーンを決定する。オプションとして、優先値を割り当てることもで
きる。この情報は、スケジューリング・コマンド２１３の一部として、各（一時的に）関
与する無線基地局２２に対してＩｕｂインタフェースを介して送られる。
【００２５】
　このような情報を受信した無線基地局のポジショニング・スケジューラ２２２（無線基
地局の全体スケジューラ２２３の一部）は、該情報を、無線基地局２２のスケジューラ２
２３に入力する。スケジューラ２２３において、リソースに対する該要求と、他のトラフ
ィックおよび利用可能ハードウェア・リソースとのバランスがとられる。スケジューリン
グが利用可能なとき、無線基地局２２は、送信を開始する。この時点で、ポジショニング
測定が正しいトーンで開始したことがユーザ装置２３に通知される。このコマンドは、Ｕ
ｕインタフェースを介して、またはＲＲＣを介してシグナリングされる。この後の選択肢
は、Ｉｕｂインタフェースを介して無線ネットワーク・コントローラ２１への逆方向シグ
ナリングを必要とする。スケジューリングされた時間スロットの間、スケジューリングさ
れたトーンで、ユーザ装置は、到着時間測定を目的とした無線基地局２２からの無線信号
を受信する。そして、到着時間が推定され、ＵＥポジショニングに責任があるユニット２
１２に、ＲＲＣを介して送信される。全ての無線基地局２２，２２１からの測定結果を使
用して、ＵＥポジショニングに責任があるユニット２１２は、位置見積もりを求め、Ｉｕ
インタフェースを介してロケーション・レポート２１７によりコア・ネットワークに報告
する
　上記説明は、無線アクセス・ネットワーク（ＲＡＮ）が同期していると黙示的に仮定し
ている。しかしながら、本発明は、ＲＢＳとＵＥとの間の時間関係が他の手段により決定
される非同期ＲＡＮにも適用できる。このような相対的な時間情報が与えられれば、ポジ
ショニング・スケジューラ・マネージャは、上述のように動作することができる。別の選
択肢は、時間および周波数に保護バンドを導入することである。本発明の上記説明に使用
されたアップリンクとダウンリンクの無線アクセス形態は、もちろん、交換できる。同様
の技術を、他のアクセス方法にも適用できる。このような場合、シグナリングされる情報
は、変更される必要がある。ＲＡＮ中のファンクショナリティの分布は、このＩＥとは異
なったものにできる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
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【図１】アップリンク・ポジショニング・スケジューラのブロック図である。
【図２】ダウンリンク・ポジショニング・スケジューラのブロック図である。
【図３】本発明を実施できる無線基地局および無線ネットワーク・コントローラの詳細ブ
ロック図である。

【図１】 【図２】
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【国際調査報告】
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